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熱水環境中の一酸化炭素資化性好熱菌の 分子生態学的研究

○池田 栄太朗
1
、米田 恭子

2
、吉田 天士

1
、福山 宥斗

1
、 左子 芳彦

1
京大院 ・農、

2
産総研 ・生物プ ロ セ ス

　 【背景】　 一
酸化炭素 （CO）資化性菌はCO を無毒化す る こ とか ら、火山ガ ス よ り持続的 に CO が供給され る

温泉環境に お い て 、 生態学的 に 重要 な役割を担うと考えられて い る。そ こ で 本研究で は、静岡県伊豆半島の

温泉にお い て、 1）CO 資化性菌の 代表種で あるCarboxγdothermus属細菌の定量、2）CO 資化性菌を標的 とした集

積系の 構築とクロ ーン解析、3）集積系で の CO 資化酵素遺伝子 （coσS）多様性解析を行うこ とで 生態学的知見

の獲得を目指 した。　　【方法】　 静岡県賀茂郡よ り、 2013年6月 に温泉堆積物を採取した。堆積物か ら環境

DNA をExtrap　soil　DNA 　Kitを用い て抽出し、 定量的PCR に 供 した 。 また気相 100 ％ CO の 下、集積培養を行 っ

た 。 得 られた集積系 よ りlnstaGene　Matrix （BIO−RAD ）を用 い て DNA を抽出し、ク ロ
ー

ン解析及 びcooS 多様性解

析に供 した。　　【結果 ・考察】　 各サン プ リン グ地 点の 温度は67
〜
88℃、 pHは 7．4

〜
8．4、酸化還元電位は一333

n”
64 であ っ た。定量的PCRの結果、全地点で Carboxydothermus属細菌は検出され なか っ た。異 な る 10種の集積

培養系の ク ロ ーン 解析 では 、 CO 資化性能を有するCarboxydocella属やThermolithobacterfi細菌 由来の ク ロ
ーン配

列が得 られた 。 本集積系で得られた計 6個 の CO 資化酵素遺伝子配列は、既知 配列 に 類似 してお り、それぞれ

異な る CO 資化性菌 由来 で あ っ た。それ ゆえ温泉環境に よ っ て、異なる CO 資化性菌が優占す るこ とが示唆さ

れた。
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風化度の異なる火山岩中の微生物群集構造
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　火成岩の風化は土壌の 形成、水圏や周辺環境 へ の 元素供給 、
二 酸化炭素の 吸収に 重 要な役割 を果 た し て い

る。火成岩の 風化は、物理 的作用 （熱膨張 と収縮、圧力変化、植物根）、化学的作用 （鉱物の粘土化、 pH や

酸化還元変化作用を含む鉱物の溶解）に 伴 っ て 生 じる。微生物細胞 は、代謝に伴い、pH やEhを微小領域で 変

化させ ることが可 能であ る こ とから、微生物活動の 火成岩風化へ の 関与 が示 唆され る。そ こ で、本研究では

噴出年代 と風化度 の異な る桜島の火成岩試料を採取 し、各試料の 岩石化学成分比 と微 生物 群集構造の 比較を

行 っ た 。 火成岩中の微生物群集組成は 風化土壌や岩石表面 の 組 成 と相 同性が 高か っ た。火成岩中の 微生物密

度は 風化土壌や岩石表面 に 比 べ lllOO 以下と小さ い ことか ら 、 岩石試料には周辺の光合成生態系に 組み 込 ま

れる微生物群集の混入が示唆され る。
一

方で 、岩石内部からは、SoiI　crenarchaeota ，　Nitrosρiraの 硝化微生物 、

　ShewanellaやPseudomonasの金属代謝に関わる とされ る微生物が特徴的に見 出され 、 特に昭和溶岩中に は硝

化やメタン 酸化に関わ る系統群が 10倍以上多 く観察された。 昭和溶岩 と大正溶岩を比較す ると 、 化学成分

比か ら昭和溶岩の ほ うが風化が進行 して い た 。 微生物組成や岩石 中に保持 され うる還 元ガス 成分量から、硝

化やメ タ ン酸化の 基質 の 主 たる供給 源は大気とみなすこ とがで きる の で、金属代謝に 関わ る微生物活動に加

え、こ れ らの ガス代謝微生物が昭和溶岩の風化を促進 して い ると考えられ る 。
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